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　政府は10日、沖縄･辺野古新基地建設工事を「代執行」によって着手しました。調布｢憲法ひろば｣は1月14日(日) 13:30～､たづくり1002会議室で､映像ジャーナリストの湯本雅典さん(写真左)をお招きし､第197回例会を開きました。司会は石川康子世話人(写真右)、記録は岩本努世話人。参加はZOOM視聴2人を含め46人でした。　　　　　 (編集部)
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「昨年（２０２３年）３月だけで16日間も石垣島に滞在した。本土では報道されていない沖縄・石垣島の現実を見て、映像で伝える必要を感じ、２本を作製した」。こういう話から講演ははじまった。





映像１、「ドキュメント石垣島」





　最初に上映した映像は「ドキュメント石垣島」。２０２３年２月、自衛隊ミサイル基地開設のため石垣島の民間港には、大量の軍用車両が陸揚げされていた。これに反対する島民の集団。規制する自衛隊員。騒然とした光景。本土では全く報道されていない。現在九州南端の南西諸島では、自衛隊の基地建設が進められている。日本政府は「中国には台湾を武力で統一する意図がある。日米は中国の意図を防ぐため南西諸島に自衛隊の空白地帯をなくすことが必要である」と説く。３月16日、陸上自衛隊石垣駐屯地が開設。正面には自動小銃を携えた自衛隊員が警備。78年間戦争の道具がなかった石垣島にミサイル基地ができた。戦争になれば避難しなければならない。


　ある畜産業者は「何十頭、何百頭という牛を飼っている人たちは牛を連れて避難はできない。牛たちは飢え死にするしかない」という。このことに市長や国ははなにも答えてくれない。「宮古島で３年かかってやったことを石垣島では１年でやろうとしている」という声も聞こえる。


　国会ではこんなことを議論してくれない。住民への説明会も駐屯地が出来てからである。説明会はボイコットしようという声もあり、説明会への参加者は少なかった。沖縄・石垣島は孤立、見捨てられようとしている。基地の弾薬庫から１キロも離れていないところに、集落や学校もある。排水、交通渋滞、騒音などの問題も起こるであろう。


　地元の山里節子さんのことばも紹介される。「石垣は詩の国、唄の国、踊りの国･･･島ことばに戦争ということばはない」。沖縄・石垣にミサイル基地いらないの声が高まっている。





映像２、住民の本音





　２本目の映像は１本目の補足。住民４人の意見の紹介である。４人の中１人は、石垣島住民投票裁判原告、もう一人は石垣市議会議員（無所属・野党連絡協議会長）といわば住民運動の「主人公」。あとの２人は「主人公」とは相対する市民。湯本さんは「主人公」ではない２人の話に注目してほしいという。


　その１人は石垣島育ち。祖父の代からの漁師さんだ(41歳)。高校卒業後自衛隊員となり(４年間)、除隊後20年間漁師。「マグロ漁で尖閣の方によく行くけれど、最近は中国の船が割って入って来て漁の邪魔をする。尖閣の方は漁場もよくて魚もよくあがるのだが、20年前くらいから国の保安庁の船がきて危ないから行くなと止められる。漁師にとって人の流れが大事で、自衛隊がきて人口が増えれば人の流れができ、災害の時には自衛隊が助けてくれる。心強い」。そういう彼だが住民投票について聴くと否定しない。


　もう１人は市街地に住む21歳の女性。石垣市生まれ。飲食店勤務。「基地ができるというのは噂話程度に聞いていた。家のおばあちゃんは12歳位の時に戦争を体験してるのに戦争の話はしたくない。戦争の時は墓の中で暮らしていたのに、戦争の話をするとまた戦争になるといやがる。ニュースで自衛隊基地の話が出るとすぐに消す」と話す。難しい政治の話は嫌がる。本土との関係でも沖縄の主張はまたダメと言われるから話さない。





お話、｢代執行｣･基地拡張と住民





　これらの映像に関して湯本さんは花谷史郎市議の話を紹介した。「国が大丈夫と言っているから･･･」と保守の立場に立ちながらも、それに疑問を持つ人たちがでてきている」「それを示すのが昨年５月20日、石垣市議会の「日中両国間の諸問題について外交的解決を求める意見書」の採択だという。意見書には「台湾有事で国境の島に緊張がまし、本市を含め県内の島々が再び戦場になるのではないかと、大変な不安と心配で市民に動揺が広がっています。特に、本市は有事が拡大する事態になれば最前線となる恐れがあり、市民の生命、身体、財産に重大な危険が及ぶことを大変、憂慮いたします」の文言がある。この意見書が可決されてから花谷市議への取材の依頼が、海外も含めて10件以上あるという。


　さらに湯本さんは、資料や自身が撮影した写真を見せながら、１月１日付「沖縄タイムス」社説「『代執行』という分岐点　／理不尽に抗しその先へ」に見る沖縄の怒り、オスプレイ事故、石垣市の人口５万人突破（自衛隊家族が来たから）と市長の軽薄な行動、石垣市の自治基本条例などを紹介した。


　最後に湯本さんは、辺野古の｢代執行｣、石垣の基地拡張に直面している住民の頭には住民投票の経験が残っていると強調し、それがどう稔かを見極めるために「あと１００年は生きたい」と繰り返された。


　 （岩本 努･記）




















